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ブチルゴムの種々の加硫系に及ぽす

老化防止剤の影響 (12)

前回までの報告でブチルゴムのカーボンプラック配合

でパルノック DGMを加硫剤として用いた場合の老化

防止剤としてノクラック MB• ノクラック MBZを添加

すると老化試験による引張強さ・引張応力の変化率，カタ

サの変化が小さくなることがわかった．このような傾向

はバルノック GMを加硫剤として用いた場合にも認めら

れ，キノイド加硫系の老化防止剤としてノクラック MB・

ノクラック MBZが特異な効果を持つことがわかった．

今回の上記の場合バルノック DGMに併用する酸化剤

の種類と量を変えた場合のノクラック MB・ノクラック

MBZの老化防止試験結果におよぼす影響について検討

した．

その結果，酸化剤の量や種類に関係なくノクラックM

B, ノクラック MBZは効果を発揮することがわかっ

た．

1. 配合

ボリサープチル糾00 ・ 100 

酸化亜鉛 5 

HAFカーボンブラック 50 

ステアリン酸 1 

バルノック DGM 6 

鉛丹

; ~::; DM  l表 1に示す

表 1 酸化剤・老化防止剤の配合量
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図 1 加熱老化試験における引張強さの変化率
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2. 老化試験

試験片の加硫： 160℃ x3min (配合 No.3, 4, 14, 15), 

160℃ x5 min(配合 No.5, 16, 17), 160℃ x 10 min(配合

No. 6), プレス加硫

JIS K 6301ー 1971に準拠

試験管加熱老化試験機使用，老化試験温度： 150℃ 

結果を表2I 図 lに示す．

表2 老化試験結果 老化温度： 150℃ 

配合No. 老化時間 EB T≫ 
M(kg/cmり 変化率(%)

H、変化
加硫条件 （日） （％） (kg/cmり

300% 1500% 
If, 

En I Ta I M100 I Maoo I M500 100% 

老化I前 490 127 19 80 

"!Iii 
No. 3 360 57 16 45 72 -26 -55 ー 16 ー44

l'l 2 400 31 10 26 68 ー 18 -76 -47 -67 -5 -15 
160℃ x3分 3 400 21 ， 

1812j ' 
67 ー 18 -83 -53 -77 -6 -21 

4 430 13 7 68 ー12 -90 —63 -85 -5 -25 

老化l前 490 126 19 76 

70『]No. 4 390 59 14 46 73 56 -20 -53 -26 -39 

『］2 390 31 10 25 66 47 -20 -75 -47 -67 -4 -14 
160℃ x3分 3 430 20 7 17 67 47 ー12 -84 -63 -78 -3 -14 

4 440 12 6 11 66 35 -10 -90 -68 -86 -4 -26 

老化I前 710 102 15 42 75 

呼dl No. 5 530 99 16 56 97 75 6 -25 - 3 7 33 29 

各!-ii 2 540 83 14 48 79 73 5 -24 ー 19 - 7 14 5 
160℃ x5分 3 460 68 15 44 76 5 -35 -33 

゜
5 3 - 4 

4 480 59 14 40 75 5 -32 -42 - 7 - 5 2 - 3 

老化l前 690 92 17 42 71 

80「INo. 6 500 99 22 67 99 82 69 -27 8 30 60 40 

!l >2 440 86 21 62 83 70 -36 - 6 23 48 
160℃x 3 410 75 21 59 82 68 -41 ー 18 23 41 

10分 4 410 69 21 55 83 67 -41 -25 23 31 

老化l前 530 105 18 65 73 

"l 
No.14 370 80 21 67 74 

阿5゚7 
-30 -24 171 3 '! ―'l 2 380 58 16 48 74 -28 -45 -II -26 l - 5 

160℃ x3分 3 380 42 15 36 76 
f558 6 

-28 ー60 ー 17 -45 3 - 4 
4 380 32 13 27 72 -28 -69 -28 -58 -1 - 6 

老化1前 530 112 19 67 108 

了No.15 340 80 21 71 77 65 -36 -29 11 6 

5 ぃ3i 2 350 55 17 48 77 62) -34 -51 -10 -28 
160℃ x3分 3 300 42 15 39 75 56 -43 -62 -21 -42 

4 460 31 13 27 74 52 -13 -72 -32 -60 

老化前 660 85 14 38 

""闘78I"64 l No.16 l 480 92 19 62 -27 8 36 63 

i l >2 440 82 19 60 -33 - 3 36 58 
160℃ X5分 3 410 77 20 58 -38 - 9 43 53 

4 400 70 19 57 -39 ー 18 36 50 

老化1前 690 98 15 42 74 

73『]No, 17 500 100 19 65 100 77 66 -27 2 27 55 35 

且>2 450 89 19 63 76 65 -35 - 9 27 50 
160℃ X5分 3 420 81 19 62 77 64 -39 ー 17 27 48 

4 400 76 20 60 77 63 ー42 -22 33 43 
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